
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、

北
海
道
の
土
地
面
積
８
３
４

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
約

４
割
に
あ
た
る
３
０
４
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
国
有
林
を
管
理

し
て
い
ま
す
。
そ
の
８
割
近

く
を
天
然
林
が
占
め
、
世
界

自
然
遺
産
で
あ
る
知
床
を
は

じ
め
、
希
少
な
野
生
生
物
が

生
息
す
る
な
ど
、
原
生
的
な

森
林
が
数
多
く
広
が
っ
て
い

ま
す
。 

一
方
、
戦
後
植
栽
さ
れ
た

65

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
人
工
林

で
は
、
ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ

ツ
等
が
資
源
と
し
て
成
熟

し
、
林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
に
よ
る
地
域
振
興
や
循
環

型
社
会
の
構
築
へ
の
貢
献
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、

今
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、

森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

や
森
林
の
利
用
が
生
み
出
す

経
済
的
・
社
会
的
効
果
が
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
S

D

G
ｓ
）
の
様
々
な
目
標
達
成

に
貢
献
・
寄
与
す
る
こ
と
に

留
意
し
つ
つ
、
地
域
と
連
携

し
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
成
果
を
共
有
（
「
見
え
る

化
」
）
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

北
海
道
国
有
林
で
は
、
主

伐
期
を
迎
え
た
50

年
生
以
上

の
森
林
が
増
加
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
人
工
林
の
多

く
は
、
ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ

ツ
と
い
っ
た
針
葉
樹
で
す

が
、
こ
の
人
工
林
の
中
に
は
、

自
然
に
生
え
て
き
た
カ
バ
類

や
ナ
ラ
類
の
広
葉
樹
が
混
じ

っ
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。 こ

の
た
め
、
こ
の
よ
う
な

人
工
林
に
お
い
て
、
国
土
の

保
全
や
水
源
の
涵
養
な
ど
森

林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
を

持
続
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う

「
天
然
力
を
活
用
し
た
多
様

な
森
林
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 

具
体
的
に
は
人
工
林
の
中

に
生
育
す
る
広
葉
樹
を
活
か

し
つ
つ
、
主
伐
と
植
栽
を
進

め
、
多
様
な
樹
種
、
林
齢
か

ら
な
る
森
林
へ
誘
導
し
ま

す
。
そ
し
て
か
つ
て
北
海
道

に
あ
っ
た
よ
う
な
針
葉
樹
と

広
葉
樹
が
混
交
し
た
森
林
を

育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
北
海

道
な
ら
で
は
の
多
様
な
樹
種

や
太
さ
の
木
材
の
供
給
を
目

指
し
ま
す
。 

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス

ト
」
と
は
、
北
海
道
東
部
の

標
茶
町
、
厚
岸
町
に
広
が
る

６
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
カ

ラ
マ
ツ
の
人
工
林
の
こ
と
で
、

も
と
は
失
火
等
に
よ
っ
て
荒

廃
湿
地
化
し
た
不
毛
の
土
地

で
し
た
が
、
昭
和
30
年
代
よ

り
数
々
の
造
林
上
の
技
術
課

題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
計
画

的
に
造
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

現
在
約
60
年
生
の
こ
の
人

工
林
に
お
い
て
、
天
然
力
の

活
用
も
図
り
な
が
ら
主
伐
と

植
栽
を
進
め
、
偏
り
の
あ
る

齢
級
構
成
を
段
階
的
に
解
消

し
、
最
終
的
に
は
様
々
な
年

齢
の
樹
木
か
ら
構
成
さ
れ
る

森
林
を
目
指
し
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
樹
木
の
生

育
状
況
や
野
ね
ず
み
被
害
・

風
害
等
の
状
況
を
確
認
し
、

ま
ず
は
伐
期
を
長
期
化
す
る

箇
所
の
選
定
を
行
い
ま
す
。 

   

伐
採
後
の
山
に
再
植
林
し

森
林
を
仕
立
て
る
森
林
整
備

の
作
業
の
中
で
も
、
と
り
わ

森
林
整
備
に
お
け
る
省
力
化
・

機
械
化
の
推
進 

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
の 

長
伐
期
化
へ
着
手 

天
然
力
を
活
用
し
た
多
様
な 

森
林
（
も
り
）
づ
く
り
の
推
進 
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け
労
働
負
荷
が
高
く
人
材
の

確
保
が
困
難
な
も
の
は
下
刈

り
作
業
で
す
。 

林
業
従
事
者
の
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
中
、
森
林

整
備
を
確
実
に
進
め
て
行
く

た
め
に
は
、
こ
の
下
刈
り
作

業
の
省
力
化
や
大
型
機
械
に

よ
る
下
刈
り
を
前
提
と
し
た

作
業
体
系
の
確
立
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。 

 
 

こ
の
た
め
、
主
伐
時
に
利

用
し
た
大
型
機
械
を
用
い
て

サ
サ
類
の
根
系
切
断
を
伴
う

地
拵
え
（
サ
サ
類
発
生
を
抑

制
し
数
年
間
に
わ
た
る
下
刈

り
を
省
略
）
や
大
型
機
械
の

走
行
を
可
能
と
す
る
植
栽
幅

に
よ
る
植
栽
に
つ
い
て
、
一

定
の
仕
様
の
下
で
実
施
す
る

「
実
証
地
」
を
全
森
林
管
理

署
に
設
定
し
、
統
一
的
な
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
省
力
化
・
機
械
化

を
前
提
と
し
た
作
業
体
系
の

確
立
に
向
け
着
手
し
ま
す
。 

ま
た
、
北
海
道
森
林
管
理

局
で
は
コ
ン
テ
ナ
苗
も
積
極

的
に
導
入
し
て
お
り
、
緩
効

性
肥
料
（
長
く
効
果
が
持
続

す
る
肥
料
）
が
含
ま
れ
た
コ

ン
テ
ナ
苗
や
カ
ラ
マ
ツ
当
年

生
（
育
苗
期
間
一
年
で
出
荷

可
能
）
の
コ
ン
テ
ナ
苗
を
活

用
し
、
下
刈
り
作
業
を
標
準

よ
り
短
い
年
数
で
完
了
さ
せ

る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。 コ

ン
テ
ナ
苗
は
、
通
常
の

苗
よ
り
も
植
栽
が
で
き
る
期

間
が
長
い
こ
と
も
あ
り
、
林

業
事
業
体
の
年
間
を
通
じ
た

作
業
量
の
平
準
化
に
も
貢
献

し
ま
す
。 

こ
の
た
め
今
後
も
、
コ
ン

テ
ナ
苗
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
業
者
と
複

数
年
に
わ
た
る
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産

者
が
安
心
し
て
計
画
的
に
コ

ン
テ
ナ
苗
を
生
産
で
き
る
条

件
を
整
え
て
い
き
ま
す
。 

北
海
道
で
盛
ん
な
家
具
生

産
の
た
め
の
広
葉
樹
材
の
多

く
は
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す

が
、
北
米
や
欧
州
・
ロ
シ
ア

な
ど
の
主
な
産
地
か
ら
の
供

給
は
資
源
の
減
少
等
に
よ
り

入
手
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。 

ま
た
、
加
工
技
術
の
向
上

等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
パ
ル

プ
・
チ
ッ
プ
用
が
主
で
あ
っ

た
樹
種
や
中
小
径
木
を
有
効

に
利
用
し
よ
う
と
す
る
動
き

が
あ
り
、
国
産
広
葉
樹
の
安

定
供
給
に
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。 

一
方
、
北
海
道
国
有
林
か

ら
の
広
葉
樹
材
の
供
給
は
、

人
工
林
内
に
点
在
す
る
も
の

な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
た

め
、
国
有
林
内
の
天
然
の
広

葉
樹
の
蓄
積
は
着
実
に
増
加

し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
天
然
林
に
お

い
て
は
、
森
林
の
公
益
的
機

能
を
発
揮
さ
せ
つ
つ
、
広
葉

樹
材
の
需
要
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
計
画
的
な

保
育
・
更
新
の
実
施
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
人
工
林
の
間
伐

等
に
伴
っ
て
生
産
さ
れ
る
広

葉
樹
材
に
つ
い
て
は
、
需
要

動
向
を
踏
ま
え
た
採
材
・
仕

分
け
の
徹
底
に
よ
り
、
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
製
品
の
素

材
と
し
て
供
給
す
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

北
海
道
の
林
業
の
成
長
産

業
化
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
人
工
林
か
ら
多
様
な
サ

イ
ズ
の
木
材
の
供
給
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
現
在
い
び
つ

な
形
と
な
っ
て
い
る
人
工
林

の
齢
級
構
成
の
解
消
が
必
要

で
す
。 

こ
の
た
め
、
ト
ド
マ
ツ
等

の
大
径
材
の
利
用
拡
大
・
高

付
加
価
値
化
に
向
け
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
推
進

し
、
ひ
い
て
は
森
林
資
源
の

循
環
利
用
を
通
じ
て

S

D

G
ｓ
に
貢
献
し
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
カ
ラ
マ
ツ

や
ト
ド
マ
ツ
の
優
良
な
大
径

材
を
価
値
の
高
い
建
築
材
と

し
て
供
給
す
る
「
安
定
供
給

シ
ス
テ
ム
販
売
」
（
以
下
「
シ

ス
テ
ム
販
売
」
）
に
お
い
て
、

一
定
の
太
さ
及
び
品
質
を
満

た
す
原
木
を
、
建
築
材
へ
の

利
用
を
要
件
と
し
て
供
給
し

造林コストの内訳 
造林初期コストは 180万円/ha 

うち 86 万円/ha が下刈り経費 

クラッシャーによる下刈り作業  

大
径
材
の
高
付
加
価
値
化
に

向
け
た
取
組 

広
葉
樹
資
源
の
安
定
供
給
体
制

の
構
築
に
向
け
た
取
組 

北海道国有林の天然林 
蓄積の内訳 



ま
す
。
な
お
、
今
年
度
か
ら

は
、
供
給
す
る
原
木
の
長
さ

に
加
え
、
太
さ
（
径
級
）
に

つ
い
て
も
需
要
者
の
要
望
に

弾
力
的
に
対
応
し
ま
す
。 

シ
ス
テ
ム
販
売
と
は
、
国
有

林
が
需
要
者
と
の
協
定
に
基

づ
い
て
木
材
を
安
定
的
に
供

給
す
る
も
の
で
す
。
シ
ス
テ

ム
販
売
物
件
の
公
募
に
当
た

っ
て
は
、
「
物
件
数
量
の
半

数
以
上
を
建
築
材
と
し
て
利

用
す
る
」
こ
と
、
「
工
務
店
、

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、
プ
レ
カ

ッ
ト
工
場
等
と
連
携
す
る
」

こ
と
を
条
件
と
し
て
い
ま

す
。 こ

の
取
組
に
よ
り
、
大
径

材
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る

と
と
も
に
、
素
材
生
産
を
行

う
「
川
上
」
か
ら
製
材
工
場

な
ど
の
「
川
中
」
を
経
て
工

務
店
等
の
「
川
下
」
に
至
る

ま
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
構
築
推
進
を
目
指
し
ま

す
。 近

年
、
山
地
災
害
や
洪
水

被
害
が
激
甚
化
し
て
お
り
、

道
内
に
お
い
て
も
平
成
28

年

の
集
中
豪
雨
や
平
成
30

年
の

胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
大
き

な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
円
滑
な
事
業
実
施

に
よ
り
事
業
効
果
の
早
期
発

現
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
山
地
災
害
危

険
地
区
等
の
緊
要
度
の
高
い

エ
リ
ア
等
に
お
い
て
、
森
林

の
防
災
・
保
水
機
能
を
発
揮

さ
せ
る
治
山
施
設
の
整
備
を

実
施
し
ま
す
。 

併
せ
て
、
国
土
交
通
省
の

「
流
域
治
水
」
の
取
組
と
連

携
し
、
道
内
13

水
系
の
流
域

治
水
協
議
会
に
参
画
の
上
、

河
川
上
流
域
の
森
林
整
備
や

治
山
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。 

ま
た
、
森
林
土
木
工
事
の

現
場
は
、
奥
山
や
急
傾
斜
地

な
ど
厳
し
い
条
件
の
場
合
が

多
く
、
受
発
注
者
双
方
の
負

担
軽
減
や
安
全
確
保
の
推
進

が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
工
事

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
、
ド
ロ
ー
ン
測
量
等
I

C

T
の
有
効
活
用
に
取
り
組
み

ま
す
。 

（
ア
イ
ヌ
文
化
の
継
承
） 

「
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

祭
具
の
採
取
な
ど
の
た
め
の

ア
イ
ヌ
共
用
林
野
の
設
置
を

計
画
し
て
い
る
市
町
村
に
対

し
て
、
必
要
な
助
言
や
支
援

を
行
な
い
ま
す
。 

ま
た
、
平
取
町
、
平
取
ア

イ
ヌ
協
会
と
の
協
定
に
基
づ

き
、
平
取
町
内
の
国
有
林
に

お
い
て
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
伝

承
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
自
然
素
材
を
持
続
的
に
採

取
す
る
こ
と
が
で
き
る
森
林

づ
く
り
の
た
め
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。 

 （
暮
ら
し
を
守
る
防
風
林
） 

北
海
道
開
拓
時
代
か
ら
住

民
の
暮
ら
し
や
農
地
を
守
っ

て
き
た
防
風
林
が
老
齢
化
し
、

倒
木
や
落
枝
の
発
生
な
ど
に

よ
り
機
能
が
低
下
し
て
い
ま

す
。 こ

の
た
め
、
地
域
毎
の
防

風
林
に
対
す
る
要
望
を
踏
ま

え
た
整
備
計
画
を
作
成
し
、

防
風
林
の
若
返
り
な
ど
機
能

維
持
の
た
め
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。 

（
エ
ゾ
シ
カ
被
害
対
策
） 

エ
ゾ
シ
カ
の
分
布
域
の
拡

大
と
生
息
数
の
増
加
は
、
森

林
生
態
系
へ
の
影
響
は
も
と

よ
り
、
農
林
業
被
害
や
交
通

事
故
の
増
加
な
ど
地
域
社
会

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。 

こ
の
た
め
、
特
に
ジ
ビ
エ

活
用
が
可
能
な
地
域
に
お
い

て
は
、
囲
い
ワ
ナ
に
よ
る
生

体
捕
獲
を
展
開
し
ま
す
。 

ま
た
、
市
町
村
と
連
携
し
、

国
有
林
を
有
害
鳥
獣
捕
獲
の

場
と
し
て
提
供
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
国
有
林
職
員
に
よ
る

「
く
く
り
ワ
ナ
」
を
用
い
た

捕
獲
や
「
く
く
り
ワ
ナ
」
の

貸
し
出
し
に
よ
る
、
農
家
等

に
よ
る
捕
獲
を
支
援
し
ま
す
。 

治
山
事
業
の
推
進 

地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
た

森
林
づ
く
り 

大型囲いワナに集まったエゾシカ 

凸型防風林のモデル 

災害箇所のドローン測量 




